グンシュウフン ト シュウマツキ コフン ノ ケンキュウ by 安村, 俊史
 
 
氏     名   安村 俊史 
学 位 の 種 類   博士（文学） 
学 位 記 番 号   第 5226 号 
学位授与年月日   平成 20 年 6 月 30 日 
学位授与の要件   学位規則第４条第２項該当者 
学 位 論 文 名   群集墳と終末期古墳の研究 
論文審査委員   主 査 教授 栄原 永遠男      副 査 教授 塚田 孝      
          副 査 教授 井上 徹 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 













































































































































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
  本論文は、７世紀における畿内の終末期群集墳や横口式石槨などの検討を綿密に行い、それを社会
の中に位置づけることを通じて、古墳時代終末期における墓制の変化の意義を明らかにしようとする
ものである。 
 序章「群集墳と終末期古墳」につづく第１章「群集墳の成立と展開」において、横穴式石室が日本に導
入され、それが畿内を中心に展開していく過程が明確にされたことの意義は大きい。これにより、日本に
おける横穴式石室の系統、展開過程が、今後より一層明確に把握されていくことになるであろう。また、
大群集墳ごとに基礎的分析を行い、それを相互に比較検討するという考古学の王道を行く手法により、
被葬者集団のちがいによって各群集墳の特色が明らかにされた。これは、従来の群集墳観に大きな変
更を迫るものである。 
 第２章「横穴と線刻壁画」では、大規模横穴群である高井田横穴群に関する基礎的データの整理を
堅実に行い、説得的な結論を導き出している。被葬者集団を渡来系氏族とする通説を否定したことや、
横穴の影響関係を総合的に明らかにしたことは、横穴観の変更を迫るものである。装飾古墳の基礎的
研究として研究を新たな段階に引き上げた。 
 第３章「終末期古墳の展開」は、終末期群集墳に始めて正面から取り組み、終末期群集墳の特色、
画期等を明らかにした。終末期群集墳研究の基礎となる重要な成果として十分に評価できる。また６
～７世紀の古墳の動向を全体的に取りあげてスケールの大きな検討を行ない、７世紀前葉と後葉の二
つの画期を設定し、これを推古朝と天智・天武朝に行われた変革に対応するものと位置づけている。
考古学研究の成果を文献史学の成果に積極的に対応させていこうとする姿勢を示し、文献史学の研究
にも刺激を与えるであろう。 
 終章「六～七世紀の墓制の変化とその意義」では、律令国家形成への過程が、墓制に見事に反映されて
いることを指摘している。 
 以上のように、本論文では、群集墳と終末期古墳に関する考古学的なデータの収集とその検討が徹
底して行われており、それによって数々の新知見・新見解を提示しており、当該問題に関する研究の
水準を一挙に引き上げたと言って過言でない。これにより、今後の研究は、本論文を基軸にして展開
していくものと考えられる。文献史学の成果と積極的に切り結ぼうとしている点は、今後文献史学か
らの研究を誘発していくと考えられる。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
